
●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。

問 

Ｊ
Ｒ
東
津
山
駅
、
高
校

生
の
自
転
車
置
き
場
が
屋

根
な
く
雨
ざ
ら
し
、
改
善

を
。

答 

駐
輪
場
の
現
状
を
踏
ま

え
土
地
を
所
有
す
る
Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
協
議
を
進
め
る
。

問 

バ
ス
停
の
屋
根
、
ベ
ン

チ
の
整
備
を
進
め
て
は
。

答 

バ
ス
会
社
等
と
連
携
し

利
用
者
目
線
で
整
備
を
検

討
す
る
。

問 

大
雪
対
策
で
町
内
会
な

ど
に
除
雪
機
の
導
入
助
成

を
し
て
は
。

答 

除
雪
機
の
導
入
な
ど
地

域
防
災
力
の
向
上
に
向
け

除
雪
体
制
を
再
検
討
す
る
。

問 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通

う
子
ど
も
や
保
護
者
の
相

談
窓
口
は
ど
こ
か
。

答 

学
習
や
生
活
に
関
す
る

相
談
は
教
育
委
員
会
で
対

応
す
る
。

問 

低
周
波
音
で
住
民
が
安

眠
妨
害
に
苦
し
ん
で
い
る
。

し
っ
か
り
し
た
対
応
を
。

答 

市
独
自
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
研
究
し
た
い
。

問 

公
共
事
業
で
は
な
い

が
、
加
茂
町
五
輪
原
地
区

で
建
設
予
定
の
風
力
発
電

事
業
が
あ
る
。
本
事
業
は

以
前
か
ら
計
画
が
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
事
業
者
は
地

元
に
対
し
て
説
明
を
行
っ

て
い
た
の
か
。

答 

事
業
者
か
ら
は
、
地
元

町
内
会
な
ど
へ
の
説
明
会

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
と

聞
い
て
い
る
。

問 

令
和
４
年
３
月
の
綾
部

町
内
会
へ
の
説
明
会
参
加

者
に
占
め
る
女
性
の
人
数

は
。

答 

町
内
会
の
参
加
者
約
30

名
の
内
、
女
性
の
参
加
者

は
約
10
名
。

問 

心
配
し
て
い
る
市
民
に

は
、
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
う

が
市
長
の
考
え
は
。

答 

住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

築
い
て
い
く
こ
と
は
、
大

変
重
要
で
あ
る
。
今
後
も

皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
住
民
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
た
市
政
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問 

学
校
給
食
で
津
山
産
小

麦
１
０
０
％
使
用
に
至
っ
た

経
緯
と
こ
の
事
業
を
達
成

す
る
た
め
津
山
産
小
麦
粉

の
必
要
量
は
。

答 

給
食
用
の
麺
は
主
に
岡

山
県
産
小
麦
を
使
用
し
て

い
る
が
、
以
前
は
国
の
補

助
事
業
活
用
の一
環
で
津
山

産
小
麦
を
使
用
し
た
麺
を

提
供
し
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
。
今
ま
で
学
校
給

食
で
地
場
産
物
活
用
の
増

加
を
重
点
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
の

度
津
山
産
小
麦
を
１
０

０
％
使
用
し
た
給
食
麺
を

提
供
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
。
麺
の
小
麦
粉
使
用
量

は
令
和
３
年
度
で
は
年
間

約
28
ト
ン
使
用
し
て
い
る

の
で
同
量
の
津
山
産
小
麦

粉
が
必
要
と
考
え
る
。

問 

学
校
給
食
の
パ
ン
に
岡

山
県
産
小
麦
を
導
入
す
る

た
め
の
研
究
を
。

答 

関
係
機
関
や
庁
内
関
係

課
と
連
携
し
、
研
究
し
て

い
く
。

市民が第一
河本英敏

市民に寄り添った
姿勢を求める

ツヤマノチカラ
安東伸昭

津山産小麦の活用実践！

緑風会
秋久憲司

雨ざらし解消へ
「ＪＲ東津山駅」

市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

問 

４
期
16
年
間
、
政
務
活

動
費
を
全
額
返
還
し
て
き

た
が
、
一
般
財
源
と
し
て
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
。

答 

使
途
が
限
定
さ
れ
な
い

一
般
財
源
と
な
る
た
め
各
種

事
業
の
財
源
の
一
部
と
し
て

使
用
。

問 

政
務
活
動
費
９
９
２
万

１
，
８
６
７
円
全
額
を
返

還
し
た
こ
と
を
市
長
は
ど

う
思
う
か
。

答 

返
還
さ
れ
た
考
え
は
尊

重
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問 

こ
れ
ま
で
庁
舎
東
入
口

南
側
の
改
修
な
ど
を
提
案

し
て
き
た
が
、
平
成
20
年

よ
り
提
案
し
て
い
る
市
役

所
正
面
玄
関
付
近
へ
の
高

齢
者
及
び
障
が
い
者
駐
車

場
は
小
さ
な
声
を
大
切
に

す
る
意
味
で
設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答 

現
在
、
東
側
に
３
台
分
、

西
側
に
３
台
分
の
障
が
い

者
用
駐
車
場
を
設
置
し
て

い
る
。
今
後
も
来
庁
者
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、
人
に
や

さ
し
い
市
役
所
を
目
指
し

て
い
く
。

問 

例
え
ば
、
福
祉
施
設
の

あ
る
職
員
か
ら
「
別
の
職

員
が
利
用
者
の
お
で
こ
に

デ
コ
ピ
ン
を
す
る
、
お
腹

を
な
ぐ
る
な
ど
の
行
為
を

目
撃
し
た
」
と
い
う
通
報

が
あ
っ
た
場
合
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
調
査
を
し
、

判
断
す
る
の
か
。

答 

一
般
的
に
虐
待
と
疑
わ

れ
る
通
報
を
受
け
た
場
合

は
、
通
報
内
容
に
基
づ
き
、

施
設
へ
訪
問
し
、
事
故
報

告
記
録
や
ケ
ー
ス
記
録
な

ど
の
書
類
、
職
員
・
利
用

者
へ
の
聞
き
取
り
内
容
を

も
と
に
、
虐
待
事
実
の
判

断
を
行
う
。
虐
待
の
事
実

が
確
認
さ
れ
た
事
案
は
県

に
報
告
す
る
。

問 

加
茂
の
五
輪
原
に
建
設

予
定
の
風
力
発
電
建
設
工

事
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

予
定
は
。

答 

風
車
本
体
の
工
事
は
未

着
手
。
送
電
線
工
事
は
、
一

部
着
手
さ
れ
て
お
り
、
２

０
２
４
年
６
月
の
運
転
を

目
指
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

問 

急
激
な
電
気
代
高
騰

で
、
本
市
独
自
の
施
策
が

必
要
で
は
。

答 

非
課
税
世
帯
に
５
万
円

を
給
付
す
る
緊
急
支
援
給

付
金
給
付
事
業
や
障
害

者
・
高
齢
者
・
児
童
養
護

施
設
な
ど
の
施
設
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

抑
制
す
る
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
今
議
会
で
も
「
子

育
て
世
帯
物
価
高
騰
対
策

生
活
応
援
金
給
付
事
業
」

な
ど
の
関
連
予
算
を
提
案

し
て
い
る
。
引
き
続
き
状

況
を
注
視
し
、
き
め
細
や

か
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問 

市
役
所
代
表
電
話
を
電

話
交
換
手
か
ら
ガ
イ
ダ
ン

ス
対
応
に
切
り
替
え
た
こ

と
で
困
っ
て
い
る
と
聞
く
。

電
話
交
換
手
に
よ
る
対
応

を
復
活
で
き
な
い
か
。

答 

住
民
参
加
の
事
業
仕
分

け
の
廃
止
結
果
を
受
け
て

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
対
応
で
あ

る
。
現
状
で
は
、
電
話
交

換
手
対
応
の
復
活
は
考
え

て
い
な
い
。

日本共産党津山市議団
中村聖二郎

福祉施設での虐待問題

市民が第一
政岡大介

急激な電気代の高騰
独自施策は

市民が第一
村田隆男

政務活動費を
全額返還

●政治家は、病気見舞いは禁止されています。

風
力
発
電
建
設

虐
待
問
題

風
力
発
電
建
設

政
務
活
動
費

高
齢
者
及
び
障
が
い
者

駐
車
場
設
置

電
気
代
高
騰

電
話
交
換
手

公
共
交
通
施
設
整
備

大
雪
対
策

低
周
波
音
被
害

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

津
山
産
小
麦
の
活
用

雨ざらしの駐輪場正面玄関に駐車場の設置は

津山産小麦「せときらら」
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